
骨寺村荘園団地多面的機能保全会（岩手県一関市）

中世平泉の荘園景観を保全する取組
【地区概要】
・取組面積 106ha （田91ha、畑11ha、草地３ha）

・資源量
開水路23.0km、農道15.5km、ため池６箇所

・主な構成員
農業者、営農組合、地域づくり推進協議会等

・交付金 約８百万円（H29）

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

○ 本地域は、中世平泉の荘園の景観を

色濃く残す地域で、「骨寺村荘園遺跡」
として国の史跡や「一関本寺の農村
景観」として国の重要文化的景観に選
定。

○ 曲がりくねった水路や不整形な水田

の広がりが詩的景観を醸し出すものの、
農業者の高齢化や担い手不足により
維持管理の負担が増大。

○ 営農条件を改善するため景観保全型
農地整備を実施したが、景観に配慮し、
土水路や未舗装農道は残すことになり、
これらの維持管理が課題となった。
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中間農業地域

骨寺村荘園

○ 従来、３水系それぞれで実施していた草
刈り・泥上げを、本制度の取組を機に年２
回の一斉作業に切り替えた。

○ ほ場整備区域外において農道及び水路
の景観に配慮した補修等を実施。（水路は
景観に配慮した木柵を使用。）

○ ホタルが生息する水路周りの草刈りは、
ホタルの生息に配慮するとともに、地域住
民等との交流活動として「ホタルを見る会」
を開催。

○ 本活動の地道な作業の重要性が認識さ
れ、地域の建設業協会や水道組合、市の
管理職会、岩手大学の学生等がボランティ
アで共同作業に継続的に協力。

○ 草刈りや泥上げ等により、農業者の負担
が軽減されるとともに、歴史的景観が保全。

○ 世界遺産登録「平泉」の関連資産として

拡張登録を目指す取組が国民的な関心を
呼び、歴史的景観を楽しむ観光客が増加。

○ 土水路の維持管理や生き物に配慮した

草刈りによりホタルが増え、「ホタルを見る
会」も地域内外からの参加者が増加。農村
の自然環境について学ぶ場になるとともに、
地域の新たな観光資源となっている。

農業者以外の共同活動への参加者数
約202人（取組前(H25年））⇒約241人（取組後（H27年）

ホタルを見る会

景観に配慮した木柵水路

活動開始前の状況や課題 取組内容 取組の効果

ホタルを見る会参加者数
取組前(H25年）：約20人⇒ 取組後（H28年）：約50人

○ 本地域は、国の史跡等に選ばれているものの、曲がりくねった水路等と農業者の高齢
化等により維持管理の負担が増大。

○ 本制度の取組を機に草刈・泥上げを一斉作業に切り替え効率化。景観に配慮した施
設の補修や、ホタルが生息する水路周りの草刈りは、ホタルの生息に配慮。

○ 草刈り等に企業や大学等から数多くのボランティアが参加。世界遺産を目指す取組が
関心を呼び、観光客が増加。また、ホタルに配慮した取組により、ホタルが増加し、新た
な観光資源となっている。
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